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上
半
期
の
各
部
門
を
合
わ
せ
た
事

業
総
利
益
は
３
億
８
５
９
６
万
円
（
計

画
比
１
０
５
・
８
％
）
と
な
り
、
事
業

利
益
に
お
い
て
は
計
画
差
２
７
７
０
万

増
、
経
常
利
益
に
お
い
て
も
計
画
差

２
９
５
１
万
増
の
実
績
に
な
り
ま
し
た
。

　
大
き
く
計
画
を
上
回
っ
た
要
因
は
、

購
買
事
業
に
お
い
て
全
酪
連
等
か
ら
の

配
当
金
が
計
画
外
に
あ
っ
た
た
め
で
あ

り
、
そ
れ
ら
を
修
正
し
た
場
合
は
経
常

利
益
で
５
９
２
万
程
計
画
を
上
回
る
状

況
と
な
り
ま
す
。

　
下
半
期
も
２
カ
月
を
過
ぎ
ま
す
が
各

事
業
、
計
画
達
成
に
向
け
事
業
を
推
進

し
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
以
下
に
各
部
門
の
上
半
期
実
績
に

つ
い
て
概
況
を
報
告
致
し
ま
す
。

一
．
生
乳
受
託
事
業

①
　
生
産
状
況
等
に
つ
い
て

　
生
乳
生
産
量
は
第
１
四
半
期
に
お
い

て
計
画
比
１
０
０
・
３
％
と
計
画
通
り
の

生
産
と
な
っ
た
が
、
６
月
末
の
例
年
よ

り
早
い
梅
雨
明
け
以
降
猛
暑
日
が
続
い

た
こ
と
も
あ
り
７
月
は
計
画
を
２
・
０
％

下
回
る
実
績
と
な
り
８
・
９
月
は
若
干

の
回
復
も
あ
っ
た
が
、
上
半
期
の
生

産
量
11
万
７
５
８
２
ｔ
（
前
年
比
98
・

５
％
、
計
画
比
99
・
６
％
）
と
計
画
を

若
干
下
回
る
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　
生
乳
販
売
高
は
関
東
生
乳
販
連
の
特

定
乳
製
品
向
け
が
前
年
比
88
・
０
％
と

減
少
し
、
さ
ら
に
加
工
率
が
０
・
68
％

下
回
っ
た
こ
と
も
加
わ
り
販
売
単
価

が
上
昇
し
、
１
３
２
億
７
８
７
７
万

円
（
前
年
比
98
・
９
％
、
計
画
比

１
０
０
・
０
％
）の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

②
　
乳
質
に
つ
い
て

　
乳
脂
肪
率
は
、
当
初
昨
年
並
み
の
成

分
を
維
持
し
て
い
た
が
、
猛
暑
の
影
響

か
ら
７
月
下
旬
～
８
月
中
旬
に
か
け
低

下
し
受
送
乳
業
務
に
支
障
を
来
す
状
況

が
継
続
し
た
。
無
脂
乳
固
形
率
は
、
ほ

ぼ
前
年
並
み
で
推
移
。
体
細
胞
数
は
昨

年
11
月
以
降
前
年
を
上
回
る
数
値
と
な

り
、
９
月
度
も
昨
年
と
異
な
り
上
昇
傾

向
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
上
半
期
の
不
合
格
件
数
は
前

年
を
１
３
８
件
上
回
る
６
３
３
件
と
な

り
、
７
月
以
降
各
月
に
お
い
て
30
～
40
件

増
加
し
、
猛
暑
に
よ
る
乳
脂
肪
率
低
下

や
体
細
胞
数
の
上
昇
が
要
因
と
な
っ
た
。

　
生
乳
生
産
管
理
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の

完
全
定
着
化
に
つ
い
て
は
、
重
点
項
目

の
未
記
帳
者
０
件
と
目
標
を
継
続
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
な
お
、不
良
乳
の
発
生
は
１
件
で
し
た
。

③
　
奨
励
金
に
つ
い
て

　
需
要
期
出
荷
奨
励
金
は
１
億
２
３
４

４
万
円
（
前
年
比
98
・
４
％
、
計
画
比

99
・
０
％
）、
需
要
期
優
良
生
乳
出
荷
奨

励
金
は
該
当
率
16
・
４
％
、
２
５
１
０
万

円
（
前
年
比
70
・
１
％
、計
画
比
69
・
９
％
）

の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

二
．
購
買
事
業

　
上
半
期
の
飼
料
供
給
量
は
、
夏
の
猛

暑
の
影
響
等
で
乳
量
の
減
も
あ
り
、
濃

厚
飼
料
に
お
い
て
は
３
万
８
０
３
２
ト

ン
（
計
画
比
96
・
５
％
）
と
計
画
を
下

回
り
ま
し
た
。
し
か
し
自
給
飼
料
の
利

用
が
引
き
続
き
増
え
て
い
る
中
、
稲

Ｗ
Ｃ
Ｓ
の
前
倒
し
で
の
供
給
及
び
メ

ニ
ュ
ー
変
更
の
影
響
を
受
け
、
粗
飼
料

に
お
い
て
は
１
万
６
６
６
０
ト
ン
（
計

画
比
１
０
３
・
６
％
）
と
計
画
を
上
回

る
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
利
用
量
別

奨
励
金
を
配
合
飼
料
１
億
０
５
９
９
万

円
、
粗
飼
料
１
３
８
５
万
円
、
Ｔ

Ｍ

Ｒ

等

７

９

０

万

円
、

総

額

で

１
億
２
７
７
５
万
円
（
計
画
比
96
・

６
％
）を
支
払
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
事
業
収
支
に
お
い
て
は
、
計
画
外
の

利
用
高
配
当
金
等
が
あ
っ
た
こ
と
に

よ
り
１
億
１
７
１
５
万
円
（
計
画
比

１
２
７
・
７
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

三
．
酪
農
指
導
及
び
流
通
事
業

　
酪
農
指
導
事
業
に
お
い
て
は
酪
農
経

営
の
安
定
を
図
る
た
め
、
巡
回
指
導
を

通
し
飼
養
管
理
改
善
を
行
っ
た
ほ
か
、
各

種
補
助
事
業
を
推
進
す
る
と
共
に
、
組

合
・
制
度
資
金
借
入
等
の
相
談
や
組
織

活
動
支
援
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
飼
養
管
理
改
善
の
指
導
支
援

に
つ
い
て
は
、
ラ
ク
ト
コ
ー
ダ
ー
を
利

用
し
た
搾
乳
状
況
の
点
検
、
機
器
の
洗

浄
状
態
の
確
認
を
行
い
、
そ
れ
に
伴
う

改
善
策
の
提
案
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、

バ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
の
結
果

か
ら
個
体
乳
の
検
査
、
分
房
別
の
検
査

を
行
い
体
細
胞
数
の
低
減
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
更
に
、
今
夏
は
急
激
な
乳
脂

肪
分
の
低
下
傾
向
が
見
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
飼
養
管
理
に
関
す
る
巡
回
の
頻
度

を
上
げ
て
、
そ
の
改
善
に
努
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
良
質
自
給
飼
料
生
産
の
安
定
と
拡
大

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
農

作
業
受
委
託
検
討
会
を
開
催
し
、
既
存

組
織
の
受
託
状
況
の
把
握
と
新
た
な
組

織
の
立
ち
上
げ
支
援
に
つ
い
て
検
討

し
、
各
支
所
、
各
地
域
の
実
情
、
要
望

を
把
握
し
今
後
も
検
討
し
て
い
く
こ
と

と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
酪
農
と
ち
ぎ
ア

グ
リ
サ
ポ
ー
ト
の
受
託
面
積
の
増
加
に

伴
い
、
効
率
的
な
作
業
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
、
各
支
所
と
連
携
し
て
対
応
い
た

し
ま
し
た
。
ま
た
、
デ
ン
ト
コ
ー
ン
畑

に
お
け
る
雑
草
対
策
と
台
風
通
過
後
の

デ
ン
ト
コ
ー
ン
収
穫
の
注
意
点
に
つ
い

て
文
書
を
発
信
し
、
良
質
な
自
給
飼
料

生
産
に
対
す
る
啓
蒙
を
行
い
ま
し
た
。

更
に
、
今
年
度
も
県
北
を
中
心
に
放
射

性
物
質
の
影
響
に
よ
る
牧
草
の
給
与
前

検
査
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
サ
ン
プ
ル

採
取
の
巡
回
等
を
通
し
、
安
全
で
安
心

な
生
乳
生
産
に
努
め
ま
し
た
。

　
担
い
手
の
確
保
及
び
育
成
支
援
と
し

て
は
、
９
月
に
「
第
６
回
酪
農
と
ち
ぎ

ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｅ
ｎ
ｔ
ｓ
　
Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
Ｂ

Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ｙ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
」

を
開
催
し
、
そ
の
結
果
３
組
の
カ
ッ
プ

ル
が
成
立
し
ま
し
た
。
ま
た
、
７
月
に

は
青
年
部
傘
下
の
Ｄ
Ｄ
Ｆ
（
デ
ー
リ
ィ

ド
リ
ー
ム
フ
ァ
マ
ー
ズ
）
主
催
の
ド
ラ

イ
ブ
デ
ー
ト
も
開
催
し
ま
し
た
。

　
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業
は
、
定
休
利
用

の
増
加
に
よ
り
、
計
画
を
上
回
り
ま
し

た
。（
計
画
比
１
０
３
・
３
％
）
ま
た
、

今
後
の
ヘ
ル
パ
ー
制
度
の
維
持
を
念
頭

に
制
度
改
正
に
向
け
て
、
各
利
用
組
合

支
部
に
お
い
て
は
、
ヘ
ル
パ
ー
要
員
と

の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
、
現
状
の
把

握
を
す
る
と
共
に
、
他
県
の
ヘ
ル
パ
ー

制
度
等
を
視
察
し
、
今
後
の
改
善
に
向

け
た
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　
補
助
事
業
関
連
に
つ
い
て
は
、
ク
ラ

ス
タ
ー
事
業
の
畜
産
・
酪
農
収
益
力
強

化
整
備
特
別
対
策
事
業
（
１
０
３
戸
）、

畜
産
・
酪
農
生
産
力
強
化
対
策
事
業

（
１
７
５
戸
）
を
始
め
、
乳
用
後
継
牛

緊
急
確
保
事
業
（
１
５
８
戸
）、
飼
料

生
産
型
酪
農
経
営
支
援
事
業
（
92
戸
）、

酪
農
経
営
体
生
産
性
向
上
緊
急
対
策
事

業
（
10
戸
）
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま

た
、
公
社
営
事
業
や
畜
産
・
酪
農
収
益

力
強
化
整
備
特
別
対
策
事
業
（
ク
ラ
ス

タ
ー
事
業
）
に
よ
る
規
模
拡
大
に
対
応

し
て
、
関
係
機
関
や
金
融
機
関
と
の
協

議
を
行
い
ま
し
た
。

　
流
通
事
業
の
預
託
事
業
は
、
県
外
預

託
に
お
い
て
在
場
頭
数
の
削
減
の
た
め

に
一
時
的
な
受
入
中
止
や
、
早
期
の
退

平
成
30
年
度
上
半
期
事
業
実
績
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牧
へ
の
協
力
を
行
っ
た
事
や
、
利
用
を

中
止
す
る
組
合
員
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど

か
ら
計
画
を
下
回
る
実
績
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
導
入
事
業
に
お
い
て
は
、

Ｊ
ミ
ル
ク
の
酪
農
乳
業
産
業
基
盤
強
化

特
別
対
策
事
業
に
よ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
か
ら
の
導
入
や
組
合
員
間
で
の
導
入

が
あ
り
計
画
を
上
回
り
ま
し
た
。

四
．
改
良
事
業

　
凍
結
精
液
販
売
事
業
の
乳
用
牛
は
、

ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
及
び
後
継
牛
安
定
確

保
対
策
事
業
に
よ
り
性
判
別
精
液
の
利

用
を
促
進
し
、
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
分
精

液
が
円
滑
に
確
保
で
き
計
画
を
前
倒
し

て
供
給
で
き
ま
し
た
が
、
一
部
供
給
時

期
の
分
散
や
夏
場
の
授
精
頭
数
減
少
等

に
よ
り
、
通
常
精
液
の
販
売
数
が
大
幅

に
減
少
し
た
た
め
計
画
を
下
回
る
実
績

と
な
り
ま
し
た
。
肉
用
牛
精
液
は
人
気

種
雄
牛
の
確
保
に
努
め
販
売
増
を
図
り

ま
し
た
。
一
部
人
気
精
液
の
制
限
が
あ

り
ま
し
た
が
、
鳥
取
県
有
牛
の
譲
渡
本

数
制
限
が
な
く
な
っ
た
影
響
も
あ
り
、

計
画
を
上
回
る
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

乳
用
牛
、
肉
用
牛
精
液
を
合
わ
せ
て

１
万
９
４
８
９
本
と
な
り
ま
し
た
。（
計

画
比
96
・
２
％
）

　
受
精
卵
販
売
事
業
は
、
乳
用
牛
精
液

と
同
様
に
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
で
の
性
判

別
受
精
卵
及
び
、和
牛
受
精
卵
、リ
ピ
ー

ト
ブ
リ
ー
ダ
ー
対
策
の
Ｆ
１
受
精
卵
供

給
に
よ
り
計
画
を
上
回
る
実
績
と
な
り

ま
し
た
。（
計
画
比
１
０
１
・
４
％
）

　
登
録
業
務
は
、
血
統
登
録
は
自
動

登
録
へ
５
件
の
新
規
加
入
が
あ
っ
た

こ
と
と
、
事
故
の
解
消
に
努
め
た
結

果
、
計
画
を
上
回
り
ま
し
た
。（
計
画

比
１
０
８
・
６
％
）

　
牛
群
検
定
事
業
は
、
牛
群
検
定
事
業

や
後
代
検
定
事
業
に
対
す
る
普
及
支
援

に
努
め
、
上
期
に
お
い
て
新
規
で
１
件

が
加
入
し
ま
し
た
。

五
．
診
療
事
業

　
繁
殖
検
診
事
業
は
、
夏
場
猛
暑
の
影

響
で
妊
娠
鑑
定
が
少
な
か
っ
た
が
、
ほ

ぼ
計
画
通
り
で
し
た
。（
計
画
比
99
・

８
％
）
乳
房
炎
防
除
事
業
は
、
バ
ル
ク

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
を
全
支
所
で
取

り
組
み
、
ほ
ぼ
計
画
通
り
で
し
た
。（
計

画
比
99
・
５
％
）
し
か
し
、
個
体
及
び

分
房
乳
検
査
は
、
依
頼
が
少
な
く
計
画

を
下
回
り
ま
し
た
。（
計
画
比
68
・
６
％
）

受
精
卵
移
植
事
業
の
採
卵
は
、
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
の
依
頼
が
少
な
く
計
画
を
下
回

り
ま
し
た
。（
計
画
比
92
・
１
％
）
移

植
は
、
補
助
事
業
の
和
牛
卵
や
Ｆ
１

－

Ｉ
Ｖ
Ｆ
卵
の
移
植
、
ふ
れ
あ
い
牧
場
で

適
期
牛
が
多
く
計
画
を
上
回
り
ま
し

た
。（
計
画
比
１
２
７
・
８
％
）
人
工
授

精
は
検
診
時
の
同
期
化
に
よ
る
授
精

が
多
く
計
画
を
上
回
り
ま
し
た
。（
計

画
比
１
０
２
・
７
％
）
放
牧
場
関
係
は
、

ふ
れ
あ
い
牧
場
や
葛
巻
放
牧
場
預
託
の

下
見
巡
回
件
数
が
多
く
計
画
を
上
回

り
ま
し
た
。（
計
画
比
１
１
２
・
９
％
）

診
療
事
業
収
支
に
つ
い
て
は
、
事

業
利
益
で
１
４
９
６
万
円(

計
画
比

１
０
３
・
７
％)

と
な
り
ま
し
た
。

六
．
牧
場
事
業

　
牧
場
事
業
は
、
牧
場
の
飼
養
、
圃
場

管
理
全
般
の
作
業
等
を
酪
農
と
ち
ぎ
の

子
会
社
で
あ
る
㈱
酪
農
と
ち
ぎ
ア
グ
リ

サ
ポ
ー
ト
に
委
託
し
、
効
率
的
な
事
業

運
営
が
図
れ
ま
し
た
。
飼
養
管
理
、
衛

生
管
理
を
徹
底
し
発
育
向
上
に
努
め
た

結
果
、
授
精
月
齢
の
短
縮
が
図
れ
ま

し
た
。（
平
均
24
・
４
ヶ
月
齢
分
娩
）

預
託
頭
数
は
２
６
９
２
頭
（
計
画
比

１
０
２
・
０
％
）
と
な
り
ま
し
た
。
収

支
に
つ
い
て
は
、
小
林
放
牧
場
と
土
上

平
放
牧
場
を
利
用
し
、
効
率
的
な
運
営

が
で
き
ま
し
た
が
、
機
械
修
理
費
等
が

多
く
計
画
を
若
干
下
回
り
ま
し
た
。

七
．
経
営
管
理

　
事
業
管
理
費
は
、
人
件
費
は
手
当
及

び
通
勤
費
が
計
画
を
下
回
り
、
旅
費
交

通
費
は
酪
農
民
大
会
の
開
催
時
期
変
更

に
よ
り
減
少
、
施
設
費
及
び
減
価
償
却

費
は
修
繕
費
の
減
少
及
び
導
入
が
計
画

を
下
回
り
、
３
億
５
４
４
８
万
円
（
計

画
比
98
・
２
％
）
と
計
画
を
６
５
９
万

円
下
回
る
実
績
で
し
た
。

㈱
酪
農
と
ち
ぎ
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト

　
酪
農
と
ち
ぎ
の
子
会
社
で
あ
る
㈱
酪

農
と
ち
ぎ
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
の
事
業
運

営
状
況
は
、
９
月
の
天
候
不
順
に
よ
る

デ
ン
ト
コ
ー
ン
収
穫
作
業
の
遅
れ
か
ら

受
託
計
画
を
下
回
る
実
績
と
な
り
ま
し

た
。（
計
画
比
88
・
９
％
）
ま
た
、
人

的
支
援
に
つ
い
て
は
、
オ
ペ
レ
ー
タ
作

業
の
要
望
も
多
く
計
画
を
上
回
り
ま
し

た
。（
計
画
比
１
３
８
・
５
％
）
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10
月
13
日
㈯
、
栃
木
県
畜
産
酪
農

研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
恒
例
の
「
ミ
ル

ク
の
国
と
ち
ぎ
　
栃
木
県
酪
農
フ
ェ
ア

二
〇
一
八
」
が
、
栃
木
県
酪
農
協
会
主
催
、

県
内
５
酪
農
協
後
援
、
県
牛
乳
普
及
協
会

の
共
催
に
よ
り
盛
会
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
酪
農
フ
ェ
ア
会
場
は
、「
ミ
ル
ク
の
国

ゾ
ー
ン
」
と
「
消
費
者
と
の
ふ
れ
あ
い

ゾ
ー
ン
」
と
に
分
か
れ
、
ミ
ル
ク
の
国

ゾ
ー
ン
で
は
、
第
28
回
栃
木
県
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
共
進
会
が
開
催
さ
れ
県
内
各
地

か
ら
57
頭
の
乳
牛
（
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
）

の
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
共

進
会
会
場
外
側
で
は
、
農
機
具
や
資
材

等
を
酪
農
関
連
業
者
が
展
示
出
店
し
、

会
場
を
盛
り
上
げ
、
酪
農
家
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　
消
費
者
と
の
ふ
れ
あ
い
ゾ
ー
ン
で
は

「
ミ
ル
ク
王
国
フ
ェ
ア
」
と
題
し
、
以
下

の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

①
「
栃
木
県
産
牛
乳
試
飲
コ
ー
ナ
ー
」

②
「
牛
肉
の
試
食
コ
ー
ナ
ー
」

③
「
ミ
ル
ッ
ト
子
供
広
場
コ
ー
ナ
ー
」

　（�

恒
例
の
バ
ル
ー
ン
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、

牛
丸
ふ
わ
ふ
わ
、
ロ
ー
ル
ベ
ー
ル
落

書
き
等
）

④
「
バ
タ
ー
作
り
体
験
コ
ー
ナ
ー
」

⑤
「�

ミ
ル
ク
バ
ス
ボ
ム
（
入
浴
剤
）
工

作
コ
ー
ナ
ー
」

⑥
「
ミ
ル
ク
ド
ー
ナ
ツ
販
売
コ
ー
ナ
ー
」

⑦
「
乳
製
品
販
売
コ
ー
ナ
ー
」

　（�

ジ
ェ
ラ
ー
ト
販
売
・
各
種
ヨ
ー
グ
ル

ト
販
売
等
）

⑧
「
搾
乳
模
擬
体
験
コ
ー
ナ
ー
」

⑨
「
手
作
り
ピ
ザ
体
験
教
室
」

⑩
「
沢
山
の
フ
ー
ド
出
店
コ
ー
ナ
ー
」

　
等
々
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
催
し
に
各

コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
賑
わ
い
を
み
せ
て

い
ま
し
た
。

　
関
係
者
を
は
じ
め
一
般
消
費
者
の

方
々
へ
も
乳
牛
や
乳
製
品
を
通
し
た
理

解
醸
成
に
繋
が
っ
た
こ
と
と
拝
察
い
た

し
ま
す
。

 

栃
木
県
酪
農
フ
ェ
ア
二
〇
一
八
開
催

開　会　式

バルーンパフォーマンス 栃木県産牛乳試飲コーナー

手造りピザ体験教室 搾乳模擬体験教室
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第
28
回
栃
木
県
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

共
進
会

上位入賞者と共に

　
北
海
道
、
上
士
幌
町
の
小
椋
茂

敏
氏
を
審
査
員
に
迎
え
未
経
産
４

部
、
経
産
６
部
、
57
頭
の
精
鋭
が

県
内
よ
り
集
結
し
ハ
イ
レ
ベ
ル
な

改
良
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、
未
経

産
の
部
名
誉
賞
・
準
名
誉
賞
に
は

栃
木
県
立
那
須
拓
陽
高
等
学
校
が

輝
き
、
経
産
の
部
名
誉
賞
に
当
組

合
よ
り
（
５
～
７
部
）
高
塩
浩
典

氏
、（
８
～
10
部
）
に
鷹
箸
仁
美

氏
、
経
産
の
部
準
名
誉
賞
（
５
～

７
部
）に
松
井
光
氏
、（
８
～
10
部
）

に
小
針
勤
氏
が
輝
き
ま
し
た
。
各

部
上
位
入
賞
牛
結
果
は
別
表
の
通

り
で
す
。
入
賞
者
の
皆
様
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

小椋審査員
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那
須
高
原
支
所

心
も
身
体
も
ぽ
か
ぽ
か
！
ヨ
ガ
講
習

　
女
性
会
那
須
支
部
（
竹
内
禮
子
支
部

長
）
は
、
10
月
30
日
に
那
須
町
文
化
セ

ン
タ
ー
に
て
、
那
須
町
在
住
ヨ
ガ
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
岩
下
友
希
氏
を
講
師
に

お
招
き
し
、ヨ
ガ
講
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
酪
農
は
膝
や
腰
に
負
担
が
掛
か
り
や

す
い
職
業
で
す
。
ヨ
ガ
と
言
わ
れ
る
と

難
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
今
回
は
お
手
軽
に
出
来
る
方

法
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
ヨ
ガ
は
腹
式
呼
吸
を
し
な
が
ら
ゆ
っ

く
り
と
時
間
を
か
け
て
行
う
ス
ト
レ
ッ

チ
方
法
で
す
。
身
体
の
姿
勢
改
善
（
歪

み
改
善
）
に
つ
な
が
り
、
継
続
す
る
こ

と
で
し
な
や
か
な
筋
肉
を
作
り
上
げ
、

脳
と
筋
肉
の
関
連
性
を
良
く
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
、
怪
我
防
止
に
も
良
い
と

言
わ
れ
ま
す
。

　
写
真
は
座
っ
た
状
態
で
背
を
伸
ば

し
、
あ
ば
ら
を
意
識
し
て
ね
じ
る
こ
と

で
、
お
尻
や
背
の
筋
肉
を
良
く
伸
ば
す

こ
と
が
で
き
る
ポ
ー
ズ
で
す
。
ほ
か
に

も
、沢
山
の
ス
ト
レ
ッ
チ
法
を
体
験
し
、

身
体
が
す
っ
き
り
し
た
と
の
声
を
多
く

聞
き
ま
し
た
。

　
身
体
の
ぽ
か
ぽ
か
は
心
も
ぽ
か
ぽ
か

に
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
寒
い
冬
を
乗

り
越
え
る
た
め
に
も
、
是
非
皆
さ
ん
も
、

今
日
明
日
か
ら
で
も
ヨ
ガ（
ス
ト
レ
ッ
チ
）

を
日
常
に
取
り
入
れ
て
み
ま
し
ょ
う
！

次
世
代
育
て
る
新
牛
舎
見
学

　
那
須
地
域
酪
農
組
合
高
久
班
（
南
條

弘
充
班
長
）
で
は
、
11
月
９
日
に
班
員

15
名
参
加
の
も
と
、
栃
木
県
農
業
大
学

校
へ
の
視
察
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

栃
木
県
農
業
大
学
校
で
は
、
酪
農
や
肉

用
牛
に
つ
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技

術
）
を
活
用
し
た
技
術
を
学
べ
る
畜
産

教
育
施
設
「
ド
リ
ー
ム
牛
舎
」
が
今
年

３
月
末
に
完
成
し
、
次
世
代
の
担
い
手

育
成
と
先
端
技
術
の
普
及
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
実
際
に
分
娩
感
知
セ
ン

サ
ー（
牛
温
恵
）や
発
情
感
知
セ
ン
サ
ー

（
牛
歩
）
等
と
い
っ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
駆
使

し
た
飼
養
管
理
の
現
状
を
見
学
さ
せ
て

も
ら
っ
た
だ
け
で
な
く
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
導

入
す
る
際
の
注
意
点
や
使
用
方
法
に
つ

い
て
も
お
話
し
頂
き
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
班
員
の
中
に
は
、
以
前

よ
り
牛
温
恵
に
興
味
を
持
た
れ
て
い
た

方
も
お
り
、「
現
物
と
使
用
側
の
生
の

声
を
聞
け
る
こ
と
が
出
来
て
参
考
に

な
っ
た
。」
と
い
う
感
想
の
ほ
か
、
県

農
大
卒
業
の
参
加
者
か
ら
は
「
以
前

あ
っ
た
施
設
が
こ
の
よ
う
に
変
わ
っ
た

様
を
見
て
、
と
て
も
感
慨
深
い
気
持
ち

に
な
っ
た
。」
と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。

　
限
ら
れ
た
見
学
時
間
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
今
後
の
酪
農
業
界
を
引
っ
張
っ

て
行
く
新
た
な
人
材
育
成
の
場
を
見
学

で
き
、
大
変
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

宇
都
宮
支
所

女
性
後
継
者
と
お
嫁
さ
ん
の
交
流
会

「
地
域
内
に
お
い
て
、
若
い
女
性
同
士

の
交
流
を
深
め
て
も
ら
い
た
い
」

　
そ
の
様
な
親
の
想
い
か
ら
、
昨
年
度

よ
り
那
須
南
地
域
管
内
で
は
、
女
性
後

継
者
と
お
嫁
さ
ん
を
対
象
に
、〝
後
継

者
の
会
〟
が
発
足
さ
れ
ま
し
た
。
現
在

は
12
名
の
対
象
者
が
お
り
、
10
月
27
日

に
那
須
烏
山
市
の
「
ク
ロ
ー
バ
ー
ス

テ
ー
キ
ハ
ウ
ス
」
に
て
、
２
回
目
の
交

流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
世
話
人
と
し
て
女
性
会
那

須
南
支
部
長
の
興
野
礼
子
さ
ん
を
は
じ

め
、
９
名
（
う
ち
子
供
３
名
）
が
参
加

さ
れ
、
食
事
と
会
話
を
楽
し
ま
れ
ま
し

た
。
先
ず
、
興
野
さ
ん
が
挨
拶
さ
れ
、

そ
れ
か
ら
参
加
者
よ
り
自
己
紹
介
を
し

て
頂
き
ま
し
た
。
は
じ
め
は
テ
ー
ブ
ル

席
の
隣
同
士
や
、
向
か
い
側
の
方
と
の

話
で
し
た
が
、
徐
々
に
会
話
が
共
有
さ

れ
、
結
婚
や
子
供
の
こ
と
を
は
じ
め
生

活
全
般
の
こ
と
な
ど
、
話
題
豊
富
に
み

ん
な
で
会
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
会
話

の
中
に
は
、
酪
農
も
勉
強
し
た
い
と
の

声
も
あ
り
、
今
後
が
と
て
も
楽
し
み
で

ヨガ体験でリフレッシュ！

ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

▼

　
岩
下
友
希
氏

ドリーム牛舎見学
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す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
計
画
も

検
討
さ
れ
、
２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て

イ
チ
ゴ
狩
り
と
ク
ロ
ー
バ
ー
で
の
食
事

を
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
〝
後
継
者
の
会
〟
は
、
こ
れ
か

ら
も
継
続
し
て
開
催
し
て
参
り
ま
す
。

次
回
が
初
参
加
の
方
も
大
歓
迎
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
〝
仲
間
作
り
〟
に
参
加
し
て

下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

支
所
協
議
会
全
体
研
修
会
を
開
催

　
11
月
14
日
、
支
所
活
動
推
進
協
議

会
（
松
井
実
会
長
）
主
催
の
研
修
会

が
、
宇
都
宮
支
所
に
於
い
て
開
催
さ

れ
、
23
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
今
回

は
、「
今
後
の
我
々
～
経
営
継
承
と
事

業
展
開
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
当
支
所
管

内
の
酪
農
家
３
名
（
木
村
康
彦
氏
・
黒

尾
賢
一
氏
・
小
口
和
則
氏
）
に
よ
り
、

質
疑
応
答
形
式
で
行
い
ま
し
た
。
司
会

は
、
松
井
会
長
と
金
田
修
一
さ
ん
が
担

当
し
、
現
在
に
至
る
ま
で
の
経
緯
や
今

後
の
経
営
展
開
等
に
つ
い
て
、
３
名
に

質
問
し
ま
し
た
。
黒
尾
さ
ん
と
小
口
さ

ん
か
ら
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
経
て
の

就
農
や
、
規
模
拡
大
を
し
た
時
の
決
意

等
に
つ
い
て
お
聞
き
し
、
木
村
さ
ん
か

ら
は
お
父
様
か
ら
事
業
継
承
し
た
時
の

手
続
き
や
、
法
人
と
し
て
の
メ
リ
ッ
ト

等
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。
３
名

か
ら
は
、
親
が
子
に
対
し
理
解
を
持
ち

対
応
し
て
く
れ
た
こ
と
や
、
酪
農
へ
の

プ
ラ
イ
ド
、
そ
し
て
何
よ
り
健
康
が
大

事
で
あ
る
こ
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
出
席
さ
れ
た
方
々
が
身
近
な

仲
間
の
話
を
参
考
に
、
今
後
の
経
営
の
一

助
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

県
南
支
所

２
地
域
酪
農
組
合
合
同
研
修
会
を
開
催

　
11
月
６
日
、芳
賀
地
域
酪
農
組
合
（
大

瀧
信
夫
組
合
長
）
と
河
内
南
部
・
下
都

賀
地
域
酪
農
組
合
（
小
池
久
夫
組
合
長
）

に
よ
る
合
同
研
修
会
を
県
南
支
所
に
て

開
催
し
、
40
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
今

回
の
研
修
は
、
千
葉
暢
子
氏
（
宇
都
宮

記
念
病
院
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー
保
健
師
・

産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）
を
講
師
と
し
て
、

「
続
け
る
た
め
の
極
意
～
脳
科
学
を
用
い

て
、
物
事
を
続
け
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
」

と
題
し
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
第
１
０
０
回
を
迎
え
た
夏
の
甲
子
園

や
箱
根
駅
伝
を
例
に
挙
げ
て「
続
け
る
」

こ
と
の
意
義
や「
な
ぜ
続
け
ら
れ
る
か
」

の
説
明
が
あ
っ
た
。
単
に
続
け
る
だ
け

で
は
、
思
っ
た
よ
う
な
成
果
は
得
ら
れ

な
い
と
い
う
。
根
性
だ
け
で
は
続
か
な

い
の
だ
。
小
さ
な
問
い
や
目
標
を
設
定

し
続
け
、
そ
れ
ら
を
達
成
し
た
際
に
小

さ
な
報
酬
や
喜
び
が
あ
れ
ば
、
人
は
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
。「
難
し
す
ぎ
ず
、

簡
単
す
ぎ
な
い
小
さ
な
目
標
」
の
設
定

が
習
慣

形
成
の

ポ
イ
ン

ト
と
な

る
。

　「

言

わ
れ
た

通
り
に

実
行
し

て
き
た

人

と
、

自
分
で

考
え
実

行
し
て

き
た
人

で
は
、
限
界
に
達
し
た
後
の
伸
び
が
違

う
」
と
い
う
言
葉
が
印
象
的
だ
っ
た
。

質
疑
応
答
も
活
発
に
行
わ
れ
、
有
意
義

な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
研
修
会
終
了
後
に
は
、
支
所
協
議
会

事
業
と
し
て
花
の
苗
を
配
布
し
ま
し

た
。
今
後
も
環
境
美
化
に
取
り
組
み
、

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
記
帳
・
記
録
と
併

せ
て
、
安
心
・
安
全
な
生
乳
生
産
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
県
南
支
所
管
内

の
牛
舎
環
境
調
査
は
12
月
３
～
12
日
に

実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
例
年
12
月
に
開
催
し
て
お
り

ま
し
た
県
南
支
所
全
体
交
流
会
を
、
平

成
31
年
３
月
26
日
㈫
に
開
催
す
る
こ
と

に
決
定
し
ま
し
た
。
期
日
が
近
づ
き
ま

し
た
ら
、改
め
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

３名の発表者と司会者による質疑応答

後継者の会の皆さん　～和気あいあいと談笑～

講師の千葉暢子氏

熱心に耳を傾ける参加者
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業
務
部

●
籾
米
サ
イ
レ
ー
ジ

（
Ｓ
Ｇ
Ｓ
）
の
製
造

　
昨
年
10
月
に
山
形
県
を
訪
れ
、
真
室

川
町
農
協
（
現
在
は
合
併
し
、
も
が
み

中
央
農
業
協
同
組
合
）
の
真
室
川
町
秋

山
牧
場
と
株
式
会
社
和
農
産
を
視
察
し

ま
し
た
。
そ
こ
で
は
地
域
の
生
き
残
り

戦
略
と
し
て
、
地
元
の
資
源
で
あ
る
水

田
の
有
効
利
用
を
図
り
、
籾
米
サ
イ

レ
ー
ジ
を
製
造
す
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。

　
水
田
農
家
に
飼
料
用
米
を
作
付
け
し

て
も
ら
い
、
コ
ン
バ
イ
ン
で
刈
取
を
し
た

ら
農
協
側
で
用
意
し
た
フ
レ
コ
ン
バ
ッ

ク
に
籾
を
入
れ
、
そ
こ
か
ら
先
は
農
協

側
が
運
搬
・
製
造
を
行
う
と
い
う
段
取

り
で
す
。
水
田
農
家
は
乾
燥
等
の
手
間

と
コ
ス
ト
が
省
け
る
こ
と
が
メ
リ
ッ
ト

で
あ
り
、
高
齢
化
・
後
継
者
不
足
が
進

む
現
状
に
適
合
し
た
取
り
組
み
と
言
え

ま
す
。
ま
た
、
水
田

農
家
は
新
た
な
技
術

獲
得
や
資
本
投
下
が

無
い
の
で
、
参
加
が

容
易
で
あ
る
こ
と
も

良
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
製
造
は
、
プ
レ
ス

パ
ン
ダ
ー
と
い
う
籾

殻
を
粉
砕
す
る
機
械

を
用
い
収
穫
し
た
籾

を
粉
砕
し
ま
す
。
そ

の
際
に
熱
が
か
か

り
、
澱
粉
が
ア
ル

フ
ァ
化
さ
れ
消
化
が

良
く
な
る
と
の
こ
と

で
す
。
酪
農
家
に

と
っ
て
は
、
安
価
で

良
質
な
発
酵
飼
料
を
利
用
で
き
る
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
が
出
て
き
ま
す
。
水
分
が

30
％
に
な
る
よ
う
に
加
水
し
、
５
０
０

㎏
単
位
で
密
閉
を
行
い
、
約
１
ヶ
月
後

に
再
脱
気
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
を
手
本
に
、
株
式
会

社
酪
農
と
ち
ぎ
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
に
お

い
て
、
籾
米
サ
イ
レ
ー
ジ
の
製
造
を
試

み
ま
し
た
。
水
田
農
家
に
合
計
38
町
歩

程
協
力
を
頂
き
、
３
０
０
ｔ
超
の
籾
米

サ
イ
レ
ー
ジ
が
製
造
で
き
ま
し
た
。
現

在
再
脱
気
作
業
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
、
作
業
中
に
中
身
を
確
認
し
て
み
る

と
良
好
な
芳
香
で
、
初
年
度
に
し
て
は

上
々
な
仕
上
が
り
だ
と
思
い
ま
す
。

　
水
田
農
家
か
ら
は
、「
来
年
紹
介
し

た
い
水
田
農
家
が
あ
る
」
な
ど
の
反
響

も
あ
り
、
周
辺
団
体
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
も
多
く
、
期
待
が
持
て
る
取
り
組
み

で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

プレスパンダー

1ヶ月経過再脱気
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生
乳
受
託
課

　
平
成
30
年
10
月
度
の
組
合
生
乳
生

産
量
は
、
昨
年
同
月
乳
量
と
比
較
し

98
・
３
％
（
１
万
９
２
０
６
ｔ
）
と

９
月
と
同
程
度
で
推
移
し
、
16
ヶ
月

連
続
前
年
を
下
回
る
状
況
で
す
。
各

支
所
の
受
入
乳
量
は
、
那
須
高
原
支

所
１
万
２
６
３
０
ｔ
（
前
年
比
98
・

５
％
）、宇
都
宮
支
所
２
４
３
７
ｔ
（
同

98
・
３
％
）、
県
南
支
所
４
１
３
９
ｔ

（
同
97
・
６
％
）
と
な
り
、
出
荷
者
数

は
、
前
年
同
月
よ
り
18
戸
減
の
４
１
０

戸
（
内
、
学
校
は
１
校
）
で
し
た
。

　
10
月
度
の
組
合
平
均
乳
質
は
、
脂
肪

率
３
・
76
％
（
前
年
差
▲
０
・
04
％
）、

無
脂
固
形
分
率
８
・
79
％
（
同
▲
０
・

01
％
）、体
細
胞
数
22
・
53
万
（
同
＋
０
・

90
万
）
と
各
乳
質
と
も
前
年
同
月
を
若

干
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
関
東
生
乳
販
連
の
10
月
総
受
託
乳
量

は
８
万
６
１
３
５
ｔ（
前
年
比
96
・
９
％
）

と
な
り
、
本
組
合
同
様
16
ヶ
月
連
続
し

前
年
を
下
回
る
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　
用
途
別
の
販
売
数
量
は
、
飲
用
牛
乳

向
け
は
受
託
乳
量
前
年
比
並
み
の
98
・

０
％
、
加
工
向
け
は
前
年
比
72
・
３
％

と
大
き
く
減
少
し
ま
し
た
。

　
全
国
の
生
産
量
は
、
９
月
度
に
北
海

道
胆
振
東
部
地
震
の
影
響
か
ら
北
海
道

が
前
年
比
94
・
８
％
と
減
少
し
、
全
国

で
も
96
・
２
％
と
９
か
月
振
り
に
前
年

を
下
回
り
ま
し
た
。
10
月
度
は
北
海
道

が
１
０
１
・
２
％
ま
で
回
復
し
、
都
府
県

は
97
・
５
％
と
37
ケ
月
連
続
前
年
を
下

回
り
、
全
国
の
生
産
量
は
99
・
５
％
と

２
ケ
月
連
続
で
前
年
を
下
回
り
ま
し
た
。

　
尚
、
平
成
30
年
10
月
の
生
産
量
・
乳

質
、
関
東
生
乳
販
連
の
用
途
別
販
売
数

量
は
別
表
の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

平成 30 年度　関東生乳販連用途別販売数量　（単位：kg・％）

用　　途 10月期実績 前年同期実績 前年比 10月末実績（累計）前年同期実績 前年比

飲 用 牛 乳 向 け 69,378,539 70,765,559 98.0 484,734,317 491,996,668 98.5 

（ う ち 学 校 向 け ） 12,733,907 12,493,347 101.9 67,017,026 68,660,530 97.6 

は っ 酵 乳 向 け 12,471,590 12,588,033 99.1 88,982,746 93,171,761 95.5 

特 定 乳 製 品 向 け 2,913,355 4,030,645 72.3 37,915,924 43,791,850 86.6 

（うち委託加工向け） 0 0 － 0 0 －

生 ク リ ー ム 向 け 1,305,688 1,415,703 92.2 9,867,437 10,748,933 91.8 

チ ー ズ 向 け 66,154 56,530 117.0 467,916 433,683 107.9 

全 乳 哺 育 向 け 0 0 － 0 0 －

総 受 託 乳 量 86,135,326 88,856,470 96.9 621,968,340 640,142,895 97.2 

加 工 比 率 3.38 4.54 － 6.10 6.84 －
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９
月
度
理
事
会
（
９
月
28
日
）

報
告
事
項

㈠
　
組
合
員
の
加
入
に
つ
い
て

㈡
　
業
務
経
過
報
告
に
つ
い
て

㈢
　
組
合
資
金
貸
付
に
つ
い
て

㈣
　
職
員
人
事
に
つ
い
て

㈤
　
組
合
プ
ー
ル
乳
価
に
つ
い

㈥
　�

東
京
電
力
原
発
事
故
農
畜
産
物
損

害
賠
償
に
つ
い
て

㈦
　
関
東
生
乳
販
連
情
報
に
つ
い
て

協
議
事
項

㈠
　
８
月
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

㈡
　
義
援
金
の
取
組
に
つ
い
て

10
月
度
理
事
会
（
10
月
31
日
）

報
告
事
項

㈠
　
業
務
経
過
報
告
に
つ
い
て

㈡
　
組
合
資
金
貸
付
に
つ
い
て

㈢
　
組
合
プ
ー
ル
乳
価
に
つ
い
て

㈣
　
特
別
管
理
未
収
金
の
報
告
に
つ
い
て

㈤
　�

子
会
社
の
上
半
期
事
業
実
績
に
つ

い
て

㈥
　�

セ
フ
ァ
ゾ
リ
ン
Ｄ
に
係
る
損
害
賠

償
に
つ
い
て

㈦
　
関
東
生
乳
販
連
情
報
に
つ
い
て

協
議
事
項

㈠
　�

９
月
度
及
び
上
半
期
事
業
実
績
に

つ
い
て

㈡
　
義
援
金
の
協
力
に
つ
い
て

㈢
　
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

㈣
　
子
会
社
の
新
規
事
業
に
つ
い
て

お
　
礼

《
北
海
道
胆
振
東
部
地
震

並
び
に
豪
雨
・
台
風
災
害
に
伴
う

酪
農
被
害
へ
の
義
援
金
の
お
礼
》

　
組
合
員
の
皆
様
よ
り
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
義
援
金
は
、
関
東
生
乳
販

売
農
業
協
同
組
合
連
合
会
を
通
し
ま
し

て
（
一
社
）
中
央
酪
農
会
議
へ
送
金
し

ま
し
た
の
で
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　
組
合
員
戸
数
　
　
　
　
　
２
２
３
戸

　
義 

援 

金 

額
　
　
１
５
６
万
４
千
円

　
ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
知
ら
せ

《
職
員
人
事
》

退
職
者
（
９
月
２
日
付
）

総
務
部
付
　
　
　
　
青
山
　
隆
彦

《
年
末
・
年
始
の
業
務
体
制
》

　
年
末
年
始
の
業
務
は
左
記
の
と
お
り

に
対
応
い
た
し
ま
す
。

12
月
30
日
㈰
　
生
乳
受
入
業
務

12
月
31
日
㈪
　
生
乳
受
入
業
務

１
月
１
日
㈫
　
生
乳
受
入
業
務

１
月
２
日
㈬
　
生
乳
受
入
業
務

１
月
３
日
㈭
　
生
乳
受
入
業
務

※�

尚
、
抗
生
物
質
残
留
検
査
等
は
通
常

通
り
実
施
し
ま
す
。

【
連
絡
先
】

那
須
高
原
Ｃ
Ｓ

　
℡
　
〇
二
八
七

－

六
四

－

四
一
七
七

宇
都
宮
検
査
室

　
℡
　
〇
二
八

－

六
六
〇

－

二
二
一
六

※�

そ
の
間
、
本
所
・
支
所
・
各
事
業
所

は
年
末
年
始
の
休
業
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

10 月度　ホクレン初妊牛市場成績　〔単位：千円（税込）〕

市場名 開催日 出場頭数 成立頭数 取引率 平均価格
（そのうち ET 牛）

出場頭数 成立頭数 平均価格

十 勝 10月10日 483 336 69.6% 895 73 50 1,104

釧 路 10月17日 296 236 79.7% 921 19 15 1,116

根 室 10月18日 494 409 82.8% 908 37 34 1,139

豊 富 10月19日 352 242 68.8% 848 2 1 996

十 勝 10月23日 543 439 80.8% 940 104 86 1,185

合 計 2,168 1,662 76.7% 902 235 186 1,108

前 月 2,397 1,903 79.4% 910 222 190 1,101

前年同月 2,428 1,802 74.2% 847 212 179 1,018

　初妊牛の今後の動向は２～３月分娩牛が中心となります。10 月の乳牛市場では依然として道内の
新規就農者・メガ、ギガファームの大型導入からの引き合いは強いものの、前月と比較しほぼ横ばい
の結果となりました。例年年末にかけて出品頭数が増加し、価格は軟調に推移することが多いものの、
最近の荷動きの速さから春産みの出品が多くなり、都府県からの注文も入るために全体としてはや
や強含みで推移するものと思われます。導入を希望される方は腹条件・分娩月によって手配に時間
がかかることも予想されますので、十分余裕をもってのお申込みをよろしくお願い申し上げます。

酪農とちぎ機関紙【第103号】
■発行／酪農とちぎ農業協同組合　　■企画・制作／総務部

10 月度　県内家畜市場成績　〔単位：円（税込）〕

市場名 種  別 成立
頭数

平均
体重 最  高 最  低 平  均 前回比

（
10
／
30
）

那
　
　
須

ホルス雄 138 62 204,120 7,560 142,873 ▲ 7,679

F １雄 107 64 385,560 54,000 279,881 11,336

F １雌 106 60 311,040 95,040 221,308 18,667

（
10
／
27
）

館
　
　
林

ホルス雄 1 97 166,320 166,320 166,320 ▲ 2,700

F １雄 8 99 399,600 189,000 338,040 ▲ 3,240

F １雌 7 98 313,200 274,320 287,589 14,658

　今回の初生牛取引価格は前回から比較し、全体的にやや強含みで推移
しています。前号でご報告しました 6 月をピークにゆるやかな下降を続
けている相場は、10 月においても継続した流れとなっています。今後年
末が近づくにつれ同様の値動きが継続し、全体では横ばいからやや弱で
推移するものと思われます。


